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ご注意書き 

 

1. 本資料に記載されている内容は本資料発行時点のものであり、予告なく変更することがあります。当社製品

のご購入およびご使用にあたりましては、事前に当社営業窓口で最新の情報をご確認いただきますとともに、

当社ホームページなどを通じて公開される情報に常にご注意ください。 
2. 本資料に記載された当社製品および技術情報の使用に関連し発生した第三者の特許権、著作権その他の知的

財産権の侵害等に関し、当社は、一切その責任を負いません。当社は、本資料に基づき当社または第三者の

特許権、著作権その他の知的財産権を何ら許諾するものではありません。 
3. 当社製品を改造、改変、複製等しないでください。 
4. 本資料に記載された回路、ソフトウェアおよびこれらに関連する情報は、半導体製品の動作例、応用例を説

明するものです。お客様の機器の設計において、回路、ソフトウェアおよびこれらに関連する情報を使用す

る場合には、お客様の責任において行ってください。これらの使用に起因しお客様または第三者に生じた損

害に関し、当社は、一切その責任を負いません。 
5. 輸出に際しては、「外国為替及び外国貿易法」その他輸出関連法令を遵守し、かかる法令の定めるところに

より必要な手続を行ってください。本資料に記載されている当社製品および技術を大量破壊兵器の開発等の

目的、軍事利用の目的その他軍事用途の目的で使用しないでください。また、当社製品および技術を国内外

の法令および規則により製造・使用・販売を禁止されている機器に使用することができません。 
6. 本資料に記載されている情報は、正確を期すため慎重に作成したものですが、誤りがないことを保証するも

のではありません。万一、本資料に記載されている情報の誤りに起因する損害がお客様に生じた場合におい

ても、当社は、一切その責任を負いません。 
7. 当社は、当社製品の品質水準を「標準水準」、「高品質水準」および「特定水準」に分類しております。また、

各品質水準は、以下に示す用途に製品が使われることを意図しておりますので、当社製品の品質水準をご確

認ください。お客様は、当社の文書による事前の承諾を得ることなく、「特定水準」に分類された用途に当

社製品を使用することができません。また、お客様は、当社の文書による事前の承諾を得ることなく、意図

されていない用途に当社製品を使用することができません。当社の文書による事前の承諾を得ることなく、

「特定水準」に分類された用途または意図されていない用途に当社製品を使用したことによりお客様または

第三者に生じた損害等に関し、当社は、一切その責任を負いません。なお、当社製品のデータ・シート、デ

ータ・ブック等の資料で特に品質水準の表示がない場合は、標準水準製品であることを表します。 
標準水準： コンピュータ、OA 機器、通信機器、計測機器、AV 機器、家電、工作機械、パーソナル機器、

産業用ロボット 
高品質水準： 輸送機器（自動車、電車、船舶等）、交通用信号機器、防災・防犯装置、各種安全装置、生命

維持を目的として設計されていない医療機器（厚生労働省定義の管理医療機器に相当） 
特定水準： 航空機器、航空宇宙機器、海底中継機器、原子力制御システム、生命維持のための医療機器（生

命維持装置、人体に埋め込み使用するもの、治療行為（患部切り出し等）を行うもの、その他

直接人命に影響を与えるもの）（厚生労働省定義の高度管理医療機器に相当）またはシステム

等 
8. 本資料に記載された当社製品のご使用につき、特に、最大定格、動作電源電圧範囲、放熱特性、実装条件そ

の他諸条件につきましては、当社保証範囲内でご使用ください。当社保証範囲を超えて当社製品をご使用さ

れた場合の故障および事故につきましては、当社は、一切その責任を負いません。 
9. 当社は、当社製品の品質および信頼性の向上に努めておりますが、半導体製品はある確率で故障が発生した

り、使用条件によっては誤動作したりする場合があります。また、当社製品は耐放射線設計については行っ

ておりません。当社製品の故障または誤動作が生じた場合も、人身事故、火災事故、社会的損害などを生じ

させないようお客様の責任において冗長設計、延焼対策設計、誤動作防止設計等の安全設計およびエージン

グ処理等、機器またはシステムとしての出荷保証をお願いいたします。特に、マイコンソフトウェアは、単

独での検証は困難なため、お客様が製造された最終の機器・システムとしての安全検証をお願いいたします。 
10. 当社製品の環境適合性等、詳細につきましては製品個別に必ず当社営業窓口までお問合せください。ご使用

に際しては、特定の物質の含有･使用を規制する RoHS 指令等、適用される環境関連法令を十分調査のうえ、

かかる法令に適合するようご使用ください。お客様がかかる法令を遵守しないことにより生じた損害に関し

て、当社は、一切その責任を負いません。 
11. 本資料の全部または一部を当社の文書による事前の承諾を得ることなく転載または複製することを固くお

断りいたします。 
12. 本資料に関する詳細についてのお問い合わせその他お気付きの点等がございましたら当社営業窓口までご

照会ください。 
 
注 1. 本資料において使用されている「当社」とは、ルネサスエレクトロニクス株式会社およびルネサスエレク

トロニクス株式会社がその総株主の議決権の過半数を直接または間接に保有する会社をいいます。 
注 2. 本資料において使用されている「当社製品」とは、注 1 において定義された当社の開発、製造製品をいい

ます。 



                  

 

 

 

 

 

 

    ステレオパワーアンプ用保護回路ＩＣ 
 

 

 μPC1237は、ステレオパワーアンプおよびスピーカ保護用として開発された半導体集積回路です。 

 

 特 徴 

 ○広い電源電圧に対し安定に動作します。 （VCC=25～60 V） 

 ○ リレー・ドライバを内蔵しています。（I6 max.=80 mA） 

 ○ラッチ機能および自動復帰機能の選択が③pinにより, 自由に設定できます。 

  （過負荷検出, 点電位検出共に働きます） 

 ○単電源です。 

 ○同一ピンでプラス(+)電圧検出と, マイナス(-)電圧検出ができます。(②pin中点電位検出) 

 ○AC電圧検出ができます。(④pin電源 OFF時 mute） 

 ○アンプ電源を ONしてから, リレーが ONするまでの時間遅れが外付けの選択によって自由に設定できます。 

  (⑦pin電源 ON時 mute) 

 ○アンプ電源を OFFしてから, リレーが OFFし, スピーカが, パワー・アンプから切り離されるまでの時間が短い。 

 

   ブロック図       端子接続図 
 

 

 

  オーダ情報 

オーダ名称 パ ッ ケ ー ジ  品 質 水 準  

μPC1237C-A 8ピン ・プラスチック ・DIP 標準 （一般電子機器用） 

  品質水準とその応用分野の詳細については当社発行の資料「NEC半導体 

  デバイスの品質水準」 (C11531J)をご覧ください。 

 

 

 本資料の内容は, 予告なく変更することがありますので, 最新のものであることをご確認の上ご使用ください。 

   資料番号 S18035JJ3V0DS00 （第 3版） 

   （旧資料番号 IC-7094A） 

   発行年月 April 2006 CP（K）            © NEC Electronics Corporation 2006
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2                 データ･シート S18035JJ3V0DS 

          μPC１２３７C-A 

 

 
   絶対最大定格 （Ta＝25℃） 
 

項    目 略 号 定       格 単 位 

電 源 電 圧 VCC 60 V 

パッケージ許容損失 PD 478 注 mW 

動 作 周 囲 温 度 TＡ －20～+75 ℃ 

保 存 温 度 Tstg －40～+125 ℃ 

⑥ ピ ン 最 大 電 流 I6 ｍａｘ. 80 mA 

④ ピ ン 最 大 電 圧 V4 ｍａｘ. 10 V 

⑧ ピ ン 最 大 電 圧 V8 ｍａｘ. 8 V 

① ピ ン 最 大 電 流 I1 ｍａｘ. 3 mA 

② ピ ン 最 大 電 流 I2 ｍａｘ. ±3 mA 

⑦ ピ ン 最 大 電 圧 V7 ｍａｘ. 8 V 

   注 Ｔa=75℃  
 
   推奨動作範囲 
 

項    目 略 号 MIN. TYP. MAX. 単 位 

電 源 電 圧 VCC 25 45 60 V 

 
   電気的特性 (VCC=45V, Ta=25℃, ラッチ状態) 

項     目 略 号 条       件 MIN. TYP. MAX. 端子 

① ピ ン 検 出 電 圧 Vth1 ⑥ピン反転レベル 0.58 0.67 0.76 V 

②ピン+検出電圧  ⑥ピン反転レベル 0.54 0.62 0.70 V 

②ピン-検出電圧  ⑥ピン反転レベル -0.12 -0.17 -0.23 V 

④ ピ ン 検 出 電 圧 Vth4 ⑥ピン反転レベル 0.60 0.74 0.90 V 

⑧ ピ ン 基 準 電 圧 V8 RL=1.5kΩ 3.0 3.4 3.8 V 

 
 
   測定回路 (ラッチ状態) 
         スイッチ位置状態 
 

項 目 ＳＷ１ ＳＷ2 ＳＷ3 

Vth1 1 3 2 

 2 1 2 

 2 2 2 

Vth4 2 3 1 

V8 2 3 2 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

+
2thV
－

2thV

V+

2th

V 2th

－

μPC1237C-A 
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          μPC１２３７C-A 

 
    応用回路例 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  μPC1237C-A設計留意点 
 

    I. 中点電位DCずれ検出機能 (②ピン） 

      1) 中点電位の直流レベルが変動し, スピーカのボイス・コイルに直流電流 

   が流れ過ぎると, ボイス・コイルが焼損し, スピーカを破壊する場合が 

   あります。これを防止するため, 中点電位の直流レベルを検出し, ある 

   レベル以上の変動をした場合は, リレーをＯＦＦさせスピーカをパワー・ 

   アンプから切り離し保護する必要があります。 

   μPC1237C-Aは, １電源で, プラス側とマイナス側の直流電圧変動の 

   検出が行えるように設計されています。また, 下記に示すように, 外付け 

   抵抗を適当に選ぶことにより, プラス側, マイナス側の中点電位検出レ 

   ベルを等しくでき, さらに中点電位検出レベルの大きさも, 容易に設定 

   可能となっています。 

 

      2) プラス側, マイナス側, 中点電位検出レベル(±Vth)の決定方法 

   ＋側中点電位検出レベル(+Vth)は, 1)式のようになります。 
 
   +Vth= (2+   )・   …………………………………………………… １） 

   ただし,   は, ②ピンに抵抗を介さず直接に＋電圧を印加した場合の 

   検出電圧です。 

     =0.62 V TYP. 

 

Ｃ

Ａ

Ｒ

Ｒ +
2thV

+
2thV

+
thV

※パワー・アンプ Lch出力から見

た場合②ピンと, パワー･アンプ

Rch出力間に入っている抵抗RB 

は, 等価的に仮想接地とみな

し, 上図のようになります。 

μPC1237C-A 

過負荷検出端子 

 実 装 セット 

24 Ｖ,  37 mA 

内部抵抗 650Ω 

(自動復帰) 0.022 μF 

(ラッチ) 
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          μPC１２３７C-A 

 
 

   －側中点電位検出レベル（－  ）は,  2)式のようになります。 

 
   -Vth=-{－   ・（2+    ）+I2・RA}  ………………………… 2） 
 

   ○但し,    は, ②ピンに, 抵抗を介さず, 直接に－電圧を印加した 

    場合の検出電圧です。 

      = -0.17 V TYP. 

   ○I2は, μPC1237C-A内部から, 外に吸い出される電流であり -Vth  

    付近では, I2=12.5μA TYP.です。 

 

      3) 中点電位検出時, ±Vthのアンバランス補正 

   中点電位検出時, ±Vthを合わせるには, 

   (2+   )・   = -{-   ・(2+   )+I2・RA}…………………… 3） 

   と, なるように RA, RCを決定してやればよいことになります。 

   ※抵抗を介さない, ②ピン直接のプラス側, マイナス側検出電圧(±Vth)は, 

    +Vth=0.62 V TYP., -Vth=-0.17 V TYP.とアンバランスになっています。 

 

   ○設計例 

    プラス・マイナスの中点電位検出レベル(±Vth)=±2.0Vになるよ 

    うに外付け抵抗 RA, RB, RCの値を決定します。 

    (1) +Vth=2.0Vを式 1)に代入して RA/RCを求めます。 

      2.0=(2+   )×0.62 (V) 

         =1.226 

    (2) –Vth=-2.0Vを式 2)に代入して, RA(RB), RCを求めます。 

      -2.0=-0.17×(2+1.226)-12.5μA×RA (kΩ)  (V) 

      RA=116.1 kΩ 

      RC= 94.7 kΩ 

     よって, ±Vth=2.0Vとするには, 

       となります。        

     また RA, RBの下限値は, ②ピン最大定格(±3mA) より決定 

     され, 次のようになります。 

           (mA) 

   ○推奨外付けの場合の中点電位検出レベル (±Vth) 

     の場合の±Ｖthを求める。 

 

   -1)  +Ｖth=(2+     )×0.62 V=1.24  (V) 

   -2)  -Ｖth=-0.17×(2+  )-12.5μA×56kΩ=-1.04(V) 

    となります。 

 

+
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          μPC１２３７C-A 

 

 

  2．AC検出機能 (④ピン) 

    商用交流(50 or 60 Hz)を＋側半波整流し④ピンを＋電位にするこ 

    とにより, リレーをＯＮさせるように設計されています。 

    また, 外付け抵抗Ｒ4の選択により, 広範囲の商用交流で使用できます。 

    (Ｒ4の選択は 6ページの特性図を参照)リレーがＯＮして, スピーカが,  

    パワー・アンプ出力に接続された状態で, パワー・アンプ電源をＯＦＦ 

    させた場合には, ④ピンの電圧と, 外付けＣ4と, ＩＣ内部抵抗で決定され 

    る放電時間により, パワー・アンプ電源をＯＦＦしてから, リレーが, 

    ＯＦＦして, スピーカが切り離されるまでの時間(ＡＣ ＯＦＦ時 mute)が決定 

    されるようになっています。 

 

  3．過負荷検出機能 (①ピン) 

    ①ピンの直接の検出電圧は, 0.67 V TYP. となっています。 

    また, ①ピンを定電流ドライブの検出端子として使用する場合は, 検出 

    電流は, 110μＡ TYP.となっており 110μＡ以上の電流が流れると, 

    リレーがＯＦＦするように, なっています。 

 

  4．ラッチ機能 (③ピン) 

    ③ピンをＧＮＤに接地 or コンデンサ(誤動作防止)を通し, ＧＮＤに接 

    地することにより, ラッチ or 自動復帰の選択を自由に選べます。 

    ラッチ状態にする場合は, コンデンサを通し, ＧＮＤに接地してください。 

    自動復帰の場合は, ③ピンをＧＮＤに接地してください。なお, この機 

    能は, 過負荷検出, 中点電位検出いずれの場合にも働きます。 

 

  5．パワー・アンプ電源をＯＮしてから, リレーがＯＮするまでの時間遅れ機 

    能 (⑦ピン電源ＯＮ mute) 

    電源ＯＮ時のポップ音等の異常音を防止するために⑦ピンに時定数回路 

    を設け, パワー･アンプ電源ＯＮ後, パワー･アンプおよび前段アンプ等 

    が十分安定してから, リレーをＯＮしスピーカが接地されるように設計 

    されています。 

    この時のＯＮ mute timeは, 下記のように決定されます。 

   Ｔ(ON mute)=-C7・Ｒ7・ln 

       Ｖ8：⑧ピン基準電圧=3.40 V TYP. 

       Ｖ7：⑦ピン検出電圧=2.06 V TYP. 

 

検出回路は, 特許等の関連 

がありますので, 外付け部 

品にて対処してください。 

8

78

V
V－Ｖ
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          μPC１２３７C-A 

 

  6．広い電源電圧範囲で使用可能な設計 (⑧ピン) 

    ⑧ピンに接続するＲ8を選択することにより, ＶCC=25～60 Vの広い 

    範囲での電源電圧で使用することができます。 

    ⑧ピンを直接安定化電源でドライブする場合は, Ｖ8=3.40 V TYP. 

    になるように設定してください。 

    なお, Ｒ8の選択については, ６ページの特性図を参照してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

例） E-24シリーズ使用 
 VAC=40 Vr.m.s.の時は, 
 R4=24kΩを選びます。 
 所望の抵抗値がない場合は,下 
 記直線値より, 低い値で最も近 
 い抵抗値に決定してください。 

例） E-24シリーズ使用 
 VCC = 45 Vの時は, R8 = 15 kΩを 
 選びます。 
 所望の抵抗値がない場合は, 下記 
 直線値より, 低い値で最も近い抵抗 
 値に決定してください。 

電源電圧 ＶＣＣ (Ｖ) 

Ｒ８－ＶＣＣ 特性 

外付け抵抗Ｒ８の最適値の決定 

商用交流電圧 (50 Hz) ＶＡＣ （Ｖｒ.ｍ.ｓ.） 

Ｒ４－ＶＡＣ 特性 

外付け抵抗Ｒ４の最適値の決定 
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   外付け部品の説明および注意 

    (1) 過負荷検出, 中点電位検出 

      ①ＰＩＮおよび②ＰＩＮには最大定格 3mAおよび±3mAの電流が流せますが, これを越えないよう外付けの抵抗 

    値を決めてください。 

    (2) ⑧ＰＩＮの外付け抵抗Ｒ8 

      Ｒ8の最適値は, 6ページの図より求めてください。最適値より大きい抵抗を使用しますと, 温度特性や, 減電 

    圧特性においてラッチ機能が働かなくなることがあります。 

      また, 小さい抵抗を使用しますと, 温度特性で②ＰＩＮの負側検出電圧   が, 規格内に入らないことがありま 

    すのでご注意ください。 

    (3) ⑥ＰＩＮの外付け抵抗ＲL 

      ⑥ＰＩＮの最大電流は 80mAですが, リレードライバのトランジスタのＳＯＡの関係上, ⑥ＰＩＮ電圧は, 必ず 

    30V以下になるように, 抵抗 RLを入れてください。 

      リレーメイク時（異常未検出時）の⑥ピン流入電流は 10mA以上になるように設定してください。これより少ない 

    場合, 異常が検出されてもリレーがブレイクされないことがあります。 

    (4) ③ＰＩＮの外付けコンデンサＣf 

      ラッチで, 使用する時は, 誤動作防止のため, 必ず③ＰＩＮから, ＧＮＤにＣf=0.022μＦ程度のコンデンサを入 

    れてください。 

 

 

 

 

 

 

   本資料に掲載の応用回路定数は, 部品の偏差や温度特性を考慮した量産設計を対象とするものではありません。 

   また, 掲載回路に関する特許につきましては, 弊社ではその責を負いかねますのでご了承ください。 

 

－Ｖ 2th

V8, TON MUT, Vth4,    , Vth1－Ta 特性 ±
ｔｈ２Ｖ

温度特性 

ＴＯＮ ＭＵＴＥ 

Ｖｔｈ４ 

Ｖｔｈ１ 

＋Ｖ ｔｈ２

－
ｔｈ２Ｖ

VCC = 45 V  
R8 = 15 kΩ  

周囲温度 Ｔａ (℃) 

Ｖ8 
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８ピン・プラスチック・ＤＩＰ 外形図(単位：mm) 

10.16 MAX. 

0.9 MIN. 4.31 MAX. 

0.51 MIN. 

1.4 MIN. 

0.25 

7.62 

6.4 

2.54 

1.27 MAX. 

0.50±0.10 

3.2±0.3 0～15° 0.25 +0.10 -0.05 

5.08 MAX. 
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 半田付け推奨条件 

 

  この製品の半田付け実装は, 下表の推奨条件で実施してください。 

  なお, 推奨条件以外の半田付け方式および半田付け条件については, 当社販売員にご相談ください。 

  半田付け推奨条件の技術的内容については下記を参照してください。 

 

   「半導体デバイス実装マニュアル」  (http://www.necel.com/pkg/ja/jissou/index.html) 

 

 

  μPC1237C-A：8ピン・プラスチック・DIP (300) 

半田付け方式 半田付け条件 推奨条件記号 

ウェーブ・ソルダリング 

（端子のみ） 

最高温度（溶融半田温度）  ：260℃ 

フロー時間   ：10秒以内 

プリヒート温度（パッケージ表面温度） ：120℃以下 

フロー回数   ：1回 

ロジン系フラックスの塩素含有量 ：0.2%(wt.)以下 

WS60-00-1 

端子部分加熱 端子温度：300℃以下, 時間：3秒以内（1端子当たり） ― 

 注意 ウェーブ・ソルダリングは端子のみとし, 噴流半田が直接本体に接触しないようにしてください。 

 

 

 

http://www.necel.com/pkg/ja/jissou/index.html


10                 データ･シート S18035JJ3V0DS 

          μPC１２３７C-A 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

　本資料に記載されている内容は2006年4月現在のもので，今後，予告なく変更することがあります。
量産設計の際には最新の個別データ・シート等をご参照ください。

　文書による当社の事前の承諾なしに本資料の転載複製を禁じます。当社は，本資料の誤りに関し，一切

その責を負いません。

　当社は，本資料に記載された当社製品の使用に関連し発生した第三者の特許権，著作権その他の知的財

産権の侵害等に関し，一切その責を負いません。当社は，本資料に基づき当社または第三者の特許権，

著作権その他の知的財産権を何ら許諾するものではありません。

　本資料に記載された回路，ソフトウエアおよびこれらに関する情報は，半導体製品の動作例，応用例を

説明するものです。お客様の機器の設計において，回路，ソフトウエアおよびこれらに関する情報を使

用する場合には，お客様の責任において行ってください。これらの使用に起因しお客様または第三者に

生じた損害に関し，当社は，一切その責を負いません。

　当社は，当社製品の品質，信頼性の向上に努めておりますが，当社製品の不具合が完全に発生しないこと

を保証するものではありません。当社製品の不具合により生じた生命，身体および財産に対する損害の

危険を最小限度にするために，冗長設計，延焼対策設計，誤動作防止設計等安全設計を行ってください。

　当社は，当社製品の品質水準を「標準水準」，「特別水準」およびお客様に品質保証プログラムを指定し

ていただく「特定水準」に分類しております。また，各品質水準は，以下に示す用途に製品が使われる

ことを意図しておりますので，当社製品の品質水準をご確認ください。

　　標準水準：コンピュータ，OA機器，通信機器，計測機器，AV機器，家電，工作機械，パーソナル機
器，産業用ロボット

　　特別水準：輸送機器（自動車，電車，船舶等），交通用信号機器，防災・防犯装置，各種安全装置，

生命維持を目的として設計されていない医療機器

　　特定水準：航空機器，航空宇宙機器，海底中継機器，原子力制御システム，生命維持のための医療機

器，生命維持のための装置またはシステム等

　当社製品のデータ・シート，データ・ブック等の資料で特に品質水準の表示がない場合は，標準水準製

品であることを表します。意図されていない用途で当社製品の使用をお客様が希望する場合には，事前

に当社販売窓口までお問い合わせください。

（注）

（１）本事項において使用されている「当社」とは，NECエレクトロニクス株式会社およびNECエレク
トロニクス株式会社がその総株主の議決権の過半数を直接または間接に保有する会社をいう。

（２）本事項において使用されている「当社製品」とは，（１）において定義された当社の開発，製造

製品をいう。

M8E　02.11













【発　行】

NECエレクトロニクス株式会社

【資料請求先】

C04.2T

半導体ホットライン

（電話：午前 9:00～12:00，午後 1:00～5:00）

お問い合わせ先

電　話 ：044-435-9494
E-mail ：info@necel.com

〒211-8668　神奈川県川崎市中原区下沼部1753
電話（代表）：044(435)5111

NECエレクトロニクスのホームページよりダウンロードいただくか， NECエレクトロニクスの販売特約店へお申し付けください。

【ホームページ】

NECエレクトロニクスの情報がインターネットでご覧になれます。

　URL（アドレス）　　http://www.necel.co.jp/

【営業関係，技術関係お問い合わせ先】

mailto:info@necel.com
http://www.necel.co.jp/

	表　　紙

